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１ 問題の所在
社会科教員を目指す学生のための教科専門「社
会」の授業の多くは，人文・社会諸科学の学問の
成果としての内容や方法などの知識や探究の仕方
を教授することが行われている。そのことは学問
の成果である内容・方法と，教科の目標・内容・
方法と教育実践とをどのように関連付けるのかを
履修者に委ねることになる。そして，履修者の多
くは人文・社会諸科学の学問の成果を教科内容と
して教えることが「社会」科の内容と受け止める。
結果，学校現場における教育実習や模擬授業のた
めの教材研究は，教科書の内容をどのように教え
るかについて注意を払い，指導方法や学習形態の
工夫・改善を行う。その際，授業者は個々の社会
事象をどのように学習者に解説すればよいかに終
始していることが観察される。
また，小学校教員免許取得においてわずか２単
位30時間の教科専門科目「社会」を履修する学生
にとっては，いざ小学校現場で社会科授業を行お
うとしても，どのような内容を選択し，授業を構
成すればよいのか曖昧なまま，学習指導要領や教
科書に示された内容をなぞるだけのものとなる1。
このような現状が，社会科は地理学や歴史学，政
治学や経済学などの知識を扱い，いかに授業にそ
の知識を盛り込むのかとの常識的な見方を払拭で
きない原因の一つになっている。
そこで，本稿では教科専門科目「社会」の内
容・方法について，鳴門教育大学で開発された
『教科内容学に基づく小学校教科専門科目テキス
ト 社会』（以下，『鳴教小社テキスト』と示す）
及び広島大学大学院教育学研究科社会認識教育学
講座・草原和博研究室が開発した授業改善ハンド
ブック，大阪教育大学社会科教育・教科専門科目
（選択）「社会科教育学基礎論Ⅱ」を手がかりに，
社会科の授業づくりを支援するための教科専門科
目の内容について検討する。
２ 『鳴教小社テキスト』の内容構成
 目 次
本テキストは，鳴門教育大学によって作成され
た小学校教諭免許状の取得を志す学生向けの教科
専門科目「初等社会」の講義用テキストである2。
目次は以下に示される（表１）
社会科の授業づくりを支援するための
教科専門科目の内容構成
峯 明 秀大阪教育大学
表１ 目 次
第１章 イントロダクション～授業とは何か～
第２章 教科内容とは何か
第３章 社会に関する知識のとらえ方
第４章 社会の分かり方
～「直接経験」による社会認識～
第５章 社会の分かり方
～「理解」による社会認識～
第６章 社会の分かり方
～「説明」による社会認識～
余録③ 小学校教員になるために知っておくべき
社会科学・人文科学～社会科教育学～
第７章 演習 社会を教える
～第3学年 地域学習を例にして～
余録③ 小学校教員になるために知っておくべき
社会科学・人文科学～地理学～
第８章 演習 社会を教える
～第５学年 産業学習を例にして～
余録④ 小学校教員になるために知っておくべき
社会科学・人文科学～経済学～
第９章 演習 社会を教える
～第６学年 歴史学習を例にして～
余録⑤ 小学校教員になるために知っておくべき
社会科学・人文科学～歴史学～
第10章 演習 社会を教える
～第３学年 政治学習を例にして～
余録⑥ 小学校教員になるために知っておくべき
社会科学・人文科学～法学～
余録⑦ 小学校教員になるために知っておくべき
社会科学・人文科学～哲学～
資料 学習指導要領
（『鳴教小社テキスト』目次）
第１・２章は，授業とは何か，社会科の成立と
教科内容の枠組みが示される。第３章から第６章
は，社会科における知識と社会認識の仕方が示さ
れる。第７章から第10章は各学年の学習内容のま
とまりと学問の内容・方法の適用の仕方が示され
る。いくつかを取り上げ，具体的記述を検討する。
 第１章 イントロダクション
イントロダクションは，各章の最初に設問が書
かれたワークシート形式で示され，受講者が回答
を記入する（表２）3。その後，授業のポイントと
解説資料が提示される。
例えば，「『授業』とは，教師が意図的・目的的
に設計するものである」ことや教科指導に影響を
及ぼすものとしての「教師自身の社会の見方・考
え方」が取り上げられる。そして，社会科固有の
社会認識論について焦点があてられる。第２章は，
教科内容の選択・構成に影響を与える学習指導要
領の位置づけや政治や社会状況の変化の中での社
会科が影響を受けることが説明される。社会認識
を通した公民的資質の育成のための教育の内実
が，両者のバランスの取り方によって変わってく
ることが「社会科の歴史」として示される。
 社会に関する知識のとらえ方，授業における
「考える力（思考力）と教科内容（知識）
鳴門教育大学テキストでは「知識の構造」が示
される4。そして，社会科の授業における考える
力（思考力）と教科内容（知識）の関係が整理さ
れる。（表３）。社会事象を取り上げて学ぶ教科で
ある社会科は，質的に異なる知識を扱う。ところ
が，経験を積んだ教員でさえ，日常的・一般的に
扱う知識の位相については注意が払われていない
現実がある。結果，網羅的な知識の教授・習得が
なされ，教養や暗記科目としての社会科観を払拭
できずにいる。この知識と思考力との関係につい
ての説明（15～17頁）が本テキストにおいて，最
も重要な内容を示していると考えられる。
 社会の分かり方
第４～６章は，３章で扱われた知識がどのよう
に獲得されるのか，社会の分かり方について示さ
れる。「直接経験」「間接経験」による理解の違い，
「説明」による社会認識の違いについて受講者が
考えを深められるようになっている。例えば，「理
解」による社会の分かり方は「社会事象に関わる
当事者の内面へと共感・感情移入していく。人物
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表２ 作業用のワークシート
１ 「授業をつくる」ということ
Ｑ１：あなたは「授業」とはどのようなものだ
と考えていますか？
２ 授業づくりにかかわる要素とプロセス
Ｑ２：教師は授業をつくるときに，どのような
要素を考えているのでしょうか？
 授業づくりの視点，授業の目標
 教育内容の選択・方法
 教材の選択・構成
 授業過程の組み立て
 学習法・学習形態の組織
POINT「授業」は，教師の教育観や教師の「社
会の見方・考え方(社会認識論）」を体現
している。
（『鳴教小社テキスト』p.１）
表３ 授業における「考える力（思考力）と
教科内容（知識）の関係の一部
思考（力）とその内容問 い
資（史）料をもと
に，事実を判断し
記述できる
事 実
判 断
いつ，どこで，だれ
が，何を
事象の原因，条
件，結果や時代の
意義・本質を解釈
し説明できる
推 論なぜか，(その結果）
どうなるか，（時代社
会の）本質は何か。
事象を評価的に
判断できる
価 値
判 断
～よいか，(悪いか）
望ましいか，ないか）
資（史）料をもと
に，事実を判断し
記述できる
意 思
決 定
いかに～すべきか
社会的事象に関
する言説内在す
る価値･立場を吟
味できる。言説の
主張の手続き･方
法を吟味できる。
批判的
思 考
その知識の背後には
どのような価値観や
立場などがあるか，
その知識は，どのよ
うな手続き･方法に
より正当化されるか
（『鳴教小社テキスト』p.14※知識を省略している。）
学習は何らかの態度形成に寄与するものになる」
という課題を示している。他方，「説明」に関し
ては「社会事象を客観視することを通して事象の
傾向性や一般理論を解明していく」ものとしてい
る。
 演習 社会を教える
第７～10章は，小学校の各学年における地域学
習や産業学習・歴史学習・政治学習の典型的な事
例と，地理学や歴史学，経済学や法学，政治学な
どの人文・社会諸科学の学問とがどのように繋が
るのかについて余録が示される5（表４）
内容は，演習として各学年における授業内容や
展開をデザインしながら，前述の第３～６章の知
識や考える力（思考力），獲得のされ方について，
デザインした内容を検証できるワークシートに
なっている。
３ 広島大学大学院教育学研究科社会認
識教育学講座・草原和博研究室が開発し
た授業改善ハンドブック（広大ハンド
ブック）の内容構成
本ハンドブックは，活用の仕方を明示するマ
ニュアルは作成されていない。それは，社会科を
教える現職教員の自身による振り返りや，教員研
修の担当者による各々の教員に授業改善を促すた
めの指導ツールとしての活用が期待されており，
各内容は独立しており，各章のいずれの部分を選
択し，利用可能なアクセシビリティを意図したも
のとなっている。目次は，表５に示される。
以下，各章の内容構成を分析する。
 序章「悩みを共有する」
序章では，教職キャリアの異なる５人の各登場
人物のキャラクターが話し合いをしている中で，
教材研究・学習課題・教材・学習活動・まとめの
いずれかにおいて，授業づくりの悩み・つまづき
を感じていることがセリフに示される。読者は，
いずれの悩みに共感するのか，また，社会科の目
標に関する自己理解，指導スタイルに関する自己
理解のチェックリストを使って，自らの教科観を
振り返ることを意識させられる。ここでは，主に
社会科の目標を「主権者として社会の仕組みや課
題を分析し，評価できる資質・能力の育成」を目
指す社会科の授業づくりの方策に言及するものと
なっている。
 「教材研究」から考える授業改善
Ⅰ章第１節では，指導計画の段階における「何
を教えるのか」にかかわる教育内容の選択・教材
研究の仕方が扱われる。授業でのつまづき場面を
提出し，なぜつまづいているのかを授業過程の再
現から気づけるような内容が示される。第２節は，
解決策目標を明確化することが示される。社会
科の理念に関わる一般目標から教科指導の個別目
標の具体化をどのように図ればよいかを，問題解
決のツボとして図解で示される。また，「理論を
理解する・理論を活用する」ことが順番に示され
る。２節の助言としてゲートキーピングが紹介さ
れる。第２節は，課題解決と探求ルートをつくる
ことが示される。ここでは，助言として逆向き設
計が紹介される。ＭＱ中心になる問いに迫るＳＱ
下位の問いをどのように筋道立てるのかを確認す
る。第４節は「改善案を提案する」である。Ⅰ課
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表４ 余録③ 地理学の構成
１ 地理学とは
２ 地理学の魅力
３ 地理学と社会とのかかわり
４ 小学校教員を志す皆さんへ地理学の立場か
らメッセージ
５ 読んでほしい地理学の文献リスト
 地理学に関する基礎的な文献
 各地域を理解するための地誌学的文献
（『鳴教小社テキスト』pp.35-37）
表５ 社会科授業力改善ハンドブック
序章 悩みを共有する－私の教科観と授業を振
り返りながら－
Ⅰ章 授業前の「教材研究」から考える授業改善
Ⅱ章 導入部の「学習課題」から考える授業改善
Ⅲ章 展開部の「教材活用」から考える授業改善
Ⅳ章 展開部の「学習活動」から考える授業改善
Ⅴ章 終結部の「まとめ方」から考える授業改善
執筆者と引用・参考文献一覧
題を再度指摘する，Ⅱ原因を再度説明する，Ⅲ改
善策を再度提案する各過程が踏まれる。第５節は，
「背景理論を深く知ろう」として，研究書が紹介
される。目標を語ることの教師としては『教師の
ゲートキーピング』，学習の結果から授業を構想で
きる教師としては『理解をもたらすのためのカリ
キュラム設計』を示す。そして背景理論と学習指
導要領との関係を確かめるよう指示される6。
 導入部の「学習課題」から考える授業改善
Ⅱ章第１節では，教諭が悩んでいる場面を具体
的にイメージし，授業場面を想定し，その原因を
考える。問題を整理し，グループで解決策を提案
し合うことが示される。第２節では，解決策未
知を満たしている問いをつくる，Ａ子どもの未知
を既知化する，Ｂ「貿易ゲーム」を例として課題
づくりの実践例が示される。第３節では，解決策
既知を揺さぶって問いをつくる，Ａ子どもの既
知を未知化する，Ｂ「浮世絵」を例として課題づ
くりの実践例が示される。第４節では，「改善案
を提案しよう」としてⅠ課題を再度指摘する，Ⅱ
原因を再度説明する，Ⅲ改善策を再度提案する過
程が踏まれる。当事者の視点から気づきや疑問を
表現させること，子どもの常識の誤りや限界を指
摘しできるような課題づくりが重要と気づくよう
になることが期待されている。第５節は，「背景
理論を深く知ろう」として体験知と言語知による
説明，体験知と科学知との関係を知る手がかりと
なる書籍として，『社会認識教育の構造改革』や
『学習課題の提案と授業設計』が紹介される7。そ
して背景理論と学習指導要領との関係を確かめる
よう指示される。
 展開部の「教材活用」から考える授業改善
Ⅲ章第１節では，教えようとする量が多すぎた
り，質が単調過ぎたりする授業での悩みが出され
る。「ヨーロッパ人来航」「日本国憲法」の展開部
の一コマが教師と子どものやりとりで示され，つ
まずきの原因のⅠ問題を整理する，Ⅱ解決策を提
案する過程が示される。第２節では，「量を精選
して教材を提示するため」のＡ表象や記録の活用，
Ｂ表象や記録を活用した実践例が提案される。こ
の場合，ある事象・現象についての作者による加
工の程度とメッセージ性の高低に気づくことが予
想される。それがどのような発問によって導くこ
とができるかを考えさせるものになっている。第
３節では，「質を変換して教材を提示するため」
のＡ体験や概念に変換する，Ｂ体験や概念に変換
する実践例が示される。展開部で教材をどのよう
な解釈の仕方で理解させるのかが説明される。第
４節では「改善案を提案する」として，Ⅰ課題を
指摘する，Ⅱ原因を説明する過程が踏まれる。第
５節では，『新しい歴史教育のパラダイムを拓く』
や『役割体験学習論に基づく法教育』が紹介され
る8。そして背景理論と学習指導要領との関係を確
かめるよう指示される。
 展開部の「学習活動」から考える授業改善
Ⅳ章第１節では，学習者が受け身であったり，
学習に参加していない場面が悩みとされる。「西ア
ジ」「中世ってどんな時代」の授業場面を設定し，
学習活動の不活発な原因が特定される。第２節で
は，解決策としてＡ社会の他者を意識した学習，
Ｂ能動的な学習の実践例が解説される。ここでは
真正（オーセンティックな）の学び，パフォーマ
ンス課題が提出される。第３節では,Ａ教室の他者
と共同する学習，Ｂ共同的な学習の実践例が解説
される。「中世の枡」で中世の時代の特色を捉え
る共同的な歴史研究の例が示される。第４節では，
「改善策を提案しよう」として，Ⅰ課題を指摘し，
Ⅱ原因を説明し，Ⅲ改善策を説明するものとなっ
ている。リアルな現実を意識させることや集団で
の共同による学習活動の提案がなされる。第５節
では，『今求められる学力とは』，『学校を改革する』
が紹介される。方法知コラムとして「評価の方法」
が助言として載せられる9。
紙幅の都合上，Ⅴ章：終結部の「まとめ方」に
ついては省略する。本ハンドブックの内容構成は，
キャラクターとして登場する先生の悩みが社会科
の授業づくりの何に帰因するのかを特定し，その
解決策としての理論を示し，実際の授業場面に応
じて，どのように展開したり，まとめたりすれば
よいのかを示すことで読者の理解を深めるよう構
造化されているものとなっている。そして，各々
の理論を支える研究図書を紹介し，学習指導要領
との関係についても説明を付記するものとなって
いる。学校現場で社会科授業をどのように実践す
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ればよいか，悩みを抱える教員や経験の浅い教員
にとって，どこを，どのように改善すればよいか
を具体的に示したハンドブックとなっている。
４ 大阪教育大学・社会科教育・教科専門
科目・選択「社会科教育学基礎論Ⅱ」の
内容構成
本授業は，社会科教員を目指す学生，とくに２
年生を対象に選択履修として開講される教科専門
科目「社会科教育学基礎論Ⅱ」である。２単位30
時間のうち，前半の15時間は，小・中・高等学校
における社会科・地理歴史科・公民科の授業ＤＶＤ
を視聴し，教材構成・授業展開や授業方法につい
て考察する。その中で，教授・学習のあり方と社
会認識形成と公民的資質育成の関係について理解
を深めることを目的にしている。後半は，自らが
理想とする学習を想定して，Intel＠Teachプログラ
ム基盤とするプロジェクト学習の学習材をグルー
プで開発する。各回の内容を，表６に示す11。
 前半部の内容構成
2014年度は，第１回において，授業研究におけ
るレッスンスタディーの世界的な広がり，日本の
授業研究の意義と課題についての解説を行う。と
くに，実践の記録と授業を分析することの重要性
を強調する。第２回は，教育実習生例として，小
学校第３学年「スーパーマーケットのひみつ」の
学習指導案を事前に配布し，授業ＤＶＤを視聴し
ながら気づきをメモし，その後，良さや改善点に
ついて意見交換させる。学級全体の学習する雰囲
気や学習者に対する授業者のパーソナリティーに
注目した発言が出された後で，単元全体の計画に
おける本時の置付け，授業展開における発問の仕
方や資料の提示，板書などの指導技術などの分析
が必要であることを解説する12。第３回は，中学
校の若年教員２人（数年の講師経験を有するため
30代後半）の中学第１学年地理「大地形」と「世
界の諸地域～ヨーロッパ州～」のいずれも導入部
の10分程度の授業視聴を行う。その後，初任教員
の中学校第１学年地理「アメリカの農業」の授業
を部分抽出しながら40分視聴し，気づきをメモし，
各授業の良さや改善点について意見交換させる。
第２回を踏まえ，前者に関し，発問や教師の話術，
学習規律などが指摘され，後者は学習者の斑活動
やＩＣＴ機器の利用，単元計画がなされているこ
となどの良さが出される反面，展開上の時間配分
の改善が指摘される。その後，授業者（峯）から
ＤＶＤの早送りによる教師の動きの確認，授業に
おいて提示された知識の質，形成されるであろう
社会認識は何かを解説する。また，後者について，
遺伝子組み換え農産物に焦点あてた価値判断・意
思決定に焦点をあてた単元計画を行い，各々の学
習者が社会事象に対する事実的知識を毎時間にど
のように獲得し，それらを元にした価値判断を正
当化する過程が本授業の中に組み込まれていたか
について解説する。受講生に，授業を構成するこ
との重要性，知識の質とその獲得過程について理
解を促す。第４回は経験豊かな教員例として，高
等学校地理「多文化社会ーオーストラリアー」の
学習指導案及び知識・発問の構造図を配布し，授
業ＤＶＤを50分間行う13。教師の発問とワーク
シートの資料から導かれる知識とが一致し，計画
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表６ 「社会科教育学基礎論Ⅱ」の内容
第１回 オリエンテーション（社会科授業の今
日的な課題と解決に向けての視座）
第２回 授業分析と授業の実際 ＤＶＤ授業
分析（教育実習生例）
第３回 授業分析と授業の実際 ＤＶＤ授業
分析（初任・若年教員例）
第４回 授業分析と授業の実際 ＤＶＤ授業
分析（経験豊かな教員例）
第５回 授業分析と授業の実際 ＤＶＤ授業
分析（全国の優れた教員例）
第６回 授業改善の方法論，学習材開発の意義
第７回 Intel＠Teachのねらいと理論的背景の
説明
第８回 授業づくり（単元のアイデア）
第９回 授業づくり（本質的質問，内容質問の
構成）
第10回 学習指導の流れと資料作成１
第11回 学習指導の流れと資料作成２
第12回 学習指導の流れと資料作成３
第13回 グループによる意見交換・相互評価
第14回 学習指導の再構成，ルーブリック評価
第15回 振り返り
10
された知識の構造と合致する展開となっており，
優れた授業であるとの意見が出される。また，学
習者からの不規則な質問や意見にも状況に応じ
て，即対応できることが経験豊かな優れた教師に
要求されることが理解される。第５回は，「全国
の優れた教員例」として，ＮＨＫ番組「わくわく
授業～わたしの教え方～」ＤＶＤから千葉県千城
台高校の加藤公明教諭の「貝塚の謎に迫る～加曽
利の犬～」，熊本県立熊本高等学校の平井英徳教諭
の『ネットワーク論にもとづく高等学校世界史の
授業～小単元「モンゴル民族の発展」の場合～』
を視聴し，合わせて各内容を基にした論文を配布
し，著名な実践家が自らの主体的な教科観・授業
観をもって実践していることを学ぶ内容とする14。
第６回は，前半内容の振り返り，各回から抽出
された観点を授業計画と実践と評価のＰＤＣＡサ
イクルで検討すること，またオリエンテーション
で示したレッスンスタディーのＤＶＤ授業の一部
を紹介し，授業分析・評価と協同での授業研究の
重要性をあらためて解説する。
 後半部の内容構成
後半は，最初にIntel＠Teachプログラムのねらい
と理論的背景の説明を行う。本プログラムは，
GrantWigginsの逆向きの設計論を基盤として，プ
ロジェクト学習とテクノロジーを組み合わせた授
業開発のプログラムである。担当者は，2009年度
から受講者の状況に応じて，テーマや実施の仕方
を改変しながら取り入れてきている。第７回に今
求められる教育とは何か，実生活につながるオー
センティックな学習，プロジェクト学習の目的に
ついて解説する。本授業の15回の学習成果として，
デジタル指導案及び資料をリンクした形での提出
を求める。第８～11回の各回ごとに，単元を貫く
カリキュラム内容構成質問，ＩＣＴ利用と著作権，
パフォーマンス課題と成果物，ポートフォリオ・
ルーブリック評価などについての指導資料を用意
し，15～30分間で解説する。後半の60～75分を１
～４人からなるグループで話合いを行いながら，
単元計画・毎時の授業過程を考える時間とする。
途中，進行状況や単元テーマについて全体にプレ
ゼンテーションし，他のグループと意見交換を行
う。提出された作品は受講生34名・13作品あり，
「われは伊能忠敬なり」「僕らの町に僕らのお店を
作ろう」「コンビニの地域限定商品を開発しよう」
「『防災こうしえん』で40万円夢プロジェクト」な
どの単元プランが提出された。表７は提出された
作品の一部である。
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表７ 「社会科教育学基礎論Ⅱ」の受講生作品 単元プランシート（一部）
単元情報
総合的な学習型学習実践タイプ
「防災こうしえん」で40万円夢プロジェクト単元タイトル
防 災学 習 テ ー マ社会・総合的な学習教 科
10時間総 時 間小学第五学年 各学級32名学 年
単元概要
南あわじ市立Ａ小学校は南海地震による津波の被害をうける地域とされている。そこで自分たちができる防災活動
を自分たちで考えて提案し，全員でひとつのプロジェクトを実行する。提案の方法として，プレゼンテーションを
使用する。内容としては社会科指導要領第五学年の内容のイで情報化した社会の様子と国民生活とのかかわりを
学習することになっており，その中で今回「防災」について取り上げる。このような社会科の分野と総合的な学習
を兼ねる内容とする。
学習目標
防災について自分たちのできる活動を考え行動する。インターネットやプレゼンテーションソフトを使えるように
なる。東日本大震災後の社会に生きる自分たちにとって防災を学ぶことはどのような意義があるのかを考えること
ができるようになる。情報化の進展は国民生活に大きな影響を及ぼしていることや情報の有効な活用が大切である
ことを考えることができるようになる。
単元指針
プロジェクト型学習の視点
自分たちにできる防災活動を考え実行し，「防災こうしえん」の入賞をめざす。
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評価の観点
意欲的に活動に参加していたか ＩＣＴの活用に向けて基礎的な知識を得ることができたか
活動の中に独自性がみられたか インターネットなどを活用し情報を選んで使うことができたか
本質的質問
人はなぜ助け合いが必要なのだろう？
単元質問
防災を学ぶことは今の自分にとってどのような意味があるのだろう？
内容質問
災害に備えてどんなことをすればよいのだろう？ 南海地震によって自分たちの身に起こる危険はなんだろう？
東日本大震災時にはどのような支援活動がおこなわれていただろう？
＜学習活動の構想＞
評 価 規 準学習成果物学 習 活 動
興味，関心，課題発見，
コミュニケーション能
力
東日本大震災の資料をもとに震災の脅威を知り，そ
のことが自分たちと関係するのかどうかを考える。
支援活動としてどのようなものがあるかを知る。
導 入
課題設定
情報収集力，情報選択
力，コミュニケーショ
ン能力，豊かな想像力
ＫＪ法で使った模造紙自分たちの地域に起こりうる地震について調べる。
これからくる地震から身を守るために自分たちがで
きる防災活動について検討する。
調 べ
情報機器活用能力，表
現力，創意工夫
パワーポイントのファ
イル
班で考えた防災活動についてまとめ，コンピュー
ターを使いプレゼンテーションの作成をおこなう。ま と め
プレゼンテーション能
力，コミュニケーショ
ン能力，評価能力
プレゼンテーションの発表
発 表
実践能力防災ポスター防災こうしえんへの参加
（例）ポスターづくり
参 加
実 践
自己評価能力，相互評
価能力
自分・班の取り組みに関して評価を行う評 価
＜学習活動の詳細＞
1／10時間導入・課題設定
興味，関心，課題発見，コミュニケーション能力評価項目
ツールおよび教材教 師 の 支 援児童・生徒の活動
東日本大震災 津波
動画
ＡＫＢ復興支援活動
被災地からの「あり
がとう」
南あわじ市ハザード
マップ
○津波の動画を流す
生徒への質問「津波の映像をみてどう思った
か」「もしも津波がきたときのためにどんな
備えを家でしているか」。
○知らなかった被災地の現状，身近な人たちが
行っていた支援活動を知ることで自分たち
にできることは何かを考えさせる糸口とする。
生徒への問いかけ「被災者への支援活動とし
て自分たちに何ができるか」。
○調べ学習の課題設定「そもそもこの地域に地
震・津波が起きる可能性はあるのか」。
ハザードマップをみせる。
「どうすれば被害を抑えることができるかを
次時間で調べよう」。
○東日本大震災時の津波の映像をみて
話をする。
○東日本大震災の被災者への支援活動
の映像をみて感想をかく。
○津波に備えて家でやっていることを
話し合う。
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２・３／10時間調 べ
情報収集力，情報選択力，コミュニケーション能力，豊かな想像力評価項目
ツールおよび教材教 師 の 支 援児童・生徒の活動
インターネット検索
エンジン「Yahooきっ
ず」
ワークシート
社会科教育学基礎論
ワークシート 南海
地震って何？.docx
○ワークシートを配布する
児童に調べさせた後，南海地震の発生時期
と南海地震の強さから南海地震の脅威に
ついて話す。
３項目に答える形式でワークシートに書か
せる。
○インターネットを使い「南海地震」に
ついて検索をかけて自分でサイトを
選び，
 いつ起こるとされているのか，
 地震の強さはいくらとされてい
るのか，
 地震がきたときに身を守るため
に何をすればいいのか，どのような
備えが必要か
については４人班になりＫＪ法を
用いて班で意見を出し合う。
ポストイット
防災こうしえん
パワーポイント
社会科教育学基礎論
プレゼン例.pptx
○班に模造紙とポストイットを配布し，例を提
示してやり方を説明する。
○防災甲子園についての説明
「みんなが考える防災活動を防災こうしえん
という兵庫県がやっているイベントに応募
したいとおもいます。もしグランプリを撮れ
ば40万円もらえます。そのお金の使い道は自
由で，被災地への寄付につかっても自分たち
の防災活動費にあてても構いません。そこ
で，班でひとつみんなでできる防災活動を考
えてください」。
○意見が書かれたポストイットを上下
に「自分ができること」，「みんなでで
きること」，左右に「実現性があるも
の」，「自分たちでは実現は難しいもの
の」という４つの項目に分けた模造紙
に分布させる。
○説明を聞いて貼りなおすところは貼
りなおす。
４・５／10時間まとめ
情報機器活用能力，表現力，創意工夫評価項目
ツールおよび教材教 師 の 支 援児童・生徒の活動
プレゼンテーション
ソフト
パワーポイントの使
い方
○プレゼンテーション作成にあたって，「タイ
トル」「自分たちが提案する活動」「その活動
のいいところ」のページは最低でも必要であ
ることを伝える。
○提案する活動の中に班のオリジナリティを
出すために，なにか工夫をひとつ以上組み込
むように伝える。
○４人班で集まり，作成するプレゼン
テーションのページごとに役割分担
をする。
○前時間ＫＪ法で使った模造紙をみて，
「みんなでできる防災活動」を思い出
し，班が提案する活動を決定する。
○提案する活動のいいところ，アピール
ポイントについて意見を出し合う。
○パワーポイントを使い，プレゼンテー
ションのファイルを作成する。
○発表に備え，ページごとの台本づくり
をする。
○次時間のプレゼン発表会の司会を２
名決める。
６・７／10時間発 表
プレゼンテーション能力，コミュニケーション能力，評価能力評価項目
ツールおよび教材教 師 の 支 援児童・生徒の活動
電子黒板
感想用紙
○発表順と班名を書き，司会役に進行をさせる。
○電子黒板の使い方を説明する。
○ＭＶＰの班が提案した防災活動をつぎの時
間から実践していくことを予告する。また
ＭＶＰだった以外のすべての班にも賞を用
意しておく。
○１～８班まで順番に発表を行う。
○聞き手の児童は感想用紙に発表に対
する評価とコメントを書く。
○発表の間に司会役の児童が聞き手の
児童や教師に感想をインタビューする。
○最後に提案された防災活動の内容や
発表の様子からＭＶＰの班を児童の
投票で決める。
省 略
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８・９／10時間参加実践
実践能力評価項目
ツールおよび教材教 師 の 支 援児童・生徒の活動
※前時間のＭＶＰ班の提案した活動を実践し
ていくが，例として「防災ポスター」の活動
を挙げておく。
○席をコの字型にして会議をおこないやすい
体系に並び替える。
○あらかじめ貼らせてもらうお店や家の人と
連絡をとり根回ししておく。
○作戦会議を開く
ポスターにどんなことを書くか・どん
なポスターが目立ちやすいか・どのお
店，どの家に貼らせてもらうかなど全
体で討議する。
○班活動
班に分かれて実際にポスターづくり
を行う。
出来上がったポスターを地域のお店
や家にお願いして貼らせてもらいに
いく。
10／10時間評 価
自己評価能力，相互評価能力評価項目
ツールおよび教材教 師 の 支 援児童・生徒の活動
自己評価シート○自己評価シートの配布
「防災を学ぶことは今の自分にとってどのよ
うな意味があるのだろう？」について話し合
い，私たちにとって防災を学ぶ意義について
確認する。
○自分の取り組みに関しての評価を行
う。
○単元質問についてディスカッション
を行う。
成果物は，デジタル化した統一様式の単元プランシートに，ハイパーリンクしたワークシート，参考
資料Webサイト，授業の流れの説明用ppt，指導者生徒作品モデルppt，評価シートなどをフォルダーに
パッケージ化して提出させる。それらをまとめＣＤに収録し，本授業の成果物として配布する。単元プ
ランの評価は，単元を貫くカリキュラム内容構成質問やプロジェクト学習，ＩＣＴ機器の利用，学習者
の成果発表などが取り入れられているかどうかなどを事前に説明している。
５ 結語─社会科の授業づくりを支援す
るための教科専門カリキュラム・デザイ
ン・テキストの必要性─
鳴教小社テキスト，広大ハンドブック，大教社
基礎論を大括りすると，それらの特質は次のよう
にまとめられる。
第一に，テキスト・ハンドブック・実践に示さ
れる内容は，社会科の授業づくりを支援するため
の教科内容の構成をどのようにするのかという問
題意識から出発している。それは社会科として，
実際の具体的な授業場面で必要とされる知識を想
定することから作成される。鳴教小社テキストで
は，小学校学習指導要領の各学年の単元内容で，
社会を分かるために必要な知識は何か，広大ハン
ドブックでは，学習指導の場面で事例として取り
上げる内容について，どのような知識が必要とさ
れるのか，大教大基礎論では，視聴した学習指導
の中で必要とされる知識は何かを扱っている点で
ある。これらが示すことは，研修としてOJT（On-
the-Job-Training）として捉えられてきた学校現場
で職務を遂行する中で培われる知識を，養成段階
の大学の授業内容に組み込むことが視野に置かれ
るであろう。社会科学習の指導の実際に必要な知
識・技能・態度などを意図的・計画的に履修内容
に取り入れることで，理論と実践を橋渡し，早期
の社会科教員としての力量形成を図る提案とみる
ことができる。
第二に，履修者自身に学校現場の教育課程を意
識した単元開発を要求する点である。例えば，教
師のゲートキーピング力（カリキュラム調節能
力）として，人文・社会諸科学の学問成果と，国
の教育政策である学習指導要領や検定による教科
書などに示される学習内容を，教師自身が選択し
柔軟に内容を運用することが期待される。テキス
トやハンドブックでは，１時間から数時間の展開
を意図した単元の構成を，基礎論では単元全体を
見通した構成を考えさせている点である。また基
礎論は，経験年数の異なる教員の授業の実践上の
問題点と改善点を見取り，実社会でどのような社
会科授業の可能性を見出すのかを問いかけ，単元
開発を通して自らの理論を構築させるものとな
る。
第三に，成果物が研究者同士や教育行政や学校
現場の教員，そして学生との協同の作品であるこ
とである。鳴教小社テキストは，社会科の授業づ
くりを支援するための教科専門科目の内容とし
て，学習指導要領や教科書を鑑み，人文・社会諸
科学の研究者と社会科教育学の研究者が密な話し
合いを通して，どのような内容や方法がよいか，
長年の話し合いを通して内容を選択・構成し，蓄
積してきたことが窺える。広大ハンドブックは，
学校現場の教員をよく知る指導主事の協力や，経
験豊かな教員による助言を得て作成されている。
また学生との協同の成果物である。大教社基礎論
は，単元プランの開発の拠り所をIntel＠teachプロ
グラムテキストをもとにする世界的な教育動向を
反映する教育支援企業との協同のものと言え
よう。
以上にみられる特質は，従来，教科教育法の授
業において教育実践との関連で試みられてきた内
容と重なる部分もある一方，人文・社会諸科学の
分化・細分化された興味や研究対象によって内容
が選択され，授業が行われてきた教科専門科目の
内容に一石を投じ，その内容・方法の理論的な基
盤を要求するものになっている。今後，教員養成
における早急な社会科の授業づくりを支援するた
めの教科専門カリキュラム・デザイン・テキスト
の検討が求められよう。
【注】
１ 具体的に内容を展開する社会科の目標及び授業
方法や指導技術の具体は，教科教育法の授業に委
ねられる。時間的制約があり，現実の社会をどの
ように理解するのかについては，人文・社会諸科
学の学問に関わる内容や方法論を断片的にしか提
供できていない。 ゆえに，教科を専門的に追究し
ない限り，教科書の内容をなぞるだけの皮相的な
授業がなされている状況がある。
２ 本テキストは２年次に使用されるものであり，
教科教育学と教科専門の担当者の８名が協同して
作成されている。教科教育学の研究者が授業を
リードする形で調整を行い，各回の担当者によっ
て授業がなされるものとなっている。
３ 講義で適宜書き込むワークシート形式のテキス
トは，予復習の「テキスト」としての活用が期待
できよう。
４ 西林克彦『間違いだらけの学習論』新曜社，1994
年，pp.76-88。
５ 経済学，歴史学，法学，哲学も同様の構成であ
る。
６ StephenJ.Thornton，渡部竜也ほか『教師のゲー
トキーピング』春風社，2012，GrantWiggins,Jay
McTighe,西岡加名恵『理解をもたらすカリキュラ
ム設計』日本標準，2012，『中学校学習指導要領解
説』2008。
７ 社会認識教育学会『社会認識教育の構造改革』
明治図書，2006，岩田一彦『小学校社会科 学習
課題の提案と授業設計』明治図書，2009。
８ 社会認識教育学会『社会認識教育の構造改革』
明治図書，2006，岩田一彦『小学校社会科 学習
課題の提案と授業設計』明治図書，2009。
９ 石井英真『今求められる学びとは－コンピテン
シー・ベースのカリキュラムの光と影－』日本標
準，2015，佐藤学『学校を改革する－学びの共同
体の構想と実践－』岩波書店，2012。
10 2009年度から科目名称は変更された。担当者：
峯明秀
11 Intel＠teachプログラム
htp:/www.intel.co.jp/content/www/jp/ja/education/
k12/intel-teach-jp.html（2015.3.30）
12 第２･３回に視聴する授業は，社会科教科教育学
を専攻専門とする研究室の４回生及び卒業生であ
る。また，比較する授業は，講師としての指導経
験は長いが新規採用者であり，社会科教育学の専
門的な研究にはこれまで触れてきていない。
13 中本和彦「高等学校地理・単元『オーストラリ
ア』の授業設計－社会問題を中核にした地誌学習
－」広島県立湯来南高等学校研究授業資料，
2000.1.13実施。
14 加藤公明氏の授業は，2003年６月12日放送，平
井英徳氏の授業は2006年７月15日放送内容であ
る。
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